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第６９回岡山実験動物研究会例会 
 
平成27年6月26日(金)午後1時 30分から
午後5時30分まで川崎医科大学現代医学教育
博物館 2 階大講堂で大熊誠太郎先生・三上崇
徳氏（川崎医科大学）のお世話で開催された。 
 雨天にも拘わらず、受付で記帳された参加
者数は 64 名、うち川崎医大・川崎医療福祉
大・川崎病院の関係者は 17 名であった。 
 今回は動物実験を実施しているとみられる
県内外の近隣大学・研究機関にも特別企画の
案内を送付したことから、会員が所属されて
いない大学(中国学院大学、美作大学、広島大
学、東亜大学、九州大学)からも参加者があっ
た。さらに、賛助会員(チャールス・リバー㈱・
日本クレア㈱・日本エスエルシー㈱・㈱エイ
チ・エス・ピー)に加えて㈱カネカ、㈱フェニ
ックスバイオ、JCR ファーマ㈱の会社から参
加があった。 
国枝哲夫会長による開会のあいさつの後、
一般講演が行われた。一般講演 1 は「似て非
なる C57BL/6 マウス」と題して目加田和之先
生 (岡山理科大・理学部・動物学科）が講演
され、司会は国枝哲夫先生（岡山大・大学院
環境生命科学研究科）が担当された。一般講
演 2 は「ヌートリア（Myocastor coypus を用
いた試験と実験」と題して小林秀司先生ら（岡
山理科大・理学部・動物学科）が講演され、
司会は高橋純夫先生(岡山大・大学院自然科学
研究科)が担当された。続いて、一般講演 3
は「蝸牛外ラセン溝周辺におけるミオイノシ
トール輸送体タンパク質の発現」と題して山
地真裕美さん・安藤元紀先生ら（岡山大・大
学院教育学研究科・細胞生理学研究室、同大
学院医歯薬額総合研究科・分子医科学分野）
が講演され、司会は松山 誠先生(重井医学研
究所・分子遺伝部門)が担当された。 
一般講演 4 は演者のご都合により取り下げ
になった。一般講演 5 は「e-learning システ
ムを用いた動物実験教育訓練知識確認テスト
の実施」と題して矢田範夫氏ら（岡山大・自
然生命科学研究支援センター動物資源部門）
が講演され、司会は井上真理子さん(川崎医
大・中央研究部・中央研究センター)が担当さ
れた。一般講演 5 が終了した後、休憩を取っ
た。その後、事務局から会務報告があった。
なお、会務報告は平成 26年度第 1 回理事会の
記載内容（65～68 頁）を参照下さい。 
会務報告後、織田銑一前会長から 12 月 11 
日午後に岡山理科大学で開催される第 4 回実
験動物科学シンポジウムの経緯と企画内容に
ついて紹介があった。 
その後、特別企画「動物実験と社会－適切な 
動物実験の実施体制を考える－」に移った。 
司会は矢田範夫氏（岡山大・自然生命科学研
究支援センター・動物資源部門)と三上崇徳氏 
(川崎医大・中央研究部・中央研究センター)
が担当された。初めに、特別企画 1 の司会を担
当された矢田氏から本特別企画の経緯や背景
について説明があった。 
特別企画 1は「研究機関等における動物実験
等の実施に関する基本指針について」と題して
勝股靖貴氏 (文部科学省研究振興局ライフサ
イエンス課生命科学研究係長）が講演された。
特別企画 2は「動物実験を実施している研究機
関等の責務について」と題して、喜田正和先生 
(公私立大学実験動物施設協議会会長、京都府
立医科大・大学院医学研究科 実験動物センタ
ー・教授)が講演された。特別企画 3 は「岡山
大学における動物実験に関わる機関管理体制
の構築―非医療系キャンパスでの機関管理拠
点として動物実験施設の整備コンセプトとそ
の運用―」と題して、樅木勝巳先生（岡山大・
自然生命科学研究支援センター・動物資源部
門・教授）が講演された。特別企画 2と 3の司
会は三上氏が担当され、最後に、シンポジウム
のまとめを行った。 
その後、川崎医療福祉大学厚生棟 3F ミルキ
ャンに会場を移して懇親会が持たれた。はじめ
に、国枝哲夫会長のあいさつがあった後、名誉
会員の倉林譲先生から乾杯のご発声があり、講
師、参加者、会員相互の親睦、交流を深めた。
閉会のあいさつは前会長の織田銑一先生がな
された。研究会例会、懇親会とも川崎医科大学
の教職員の皆様方のご協力、ご参加をいただい
たお蔭で、盛会のうちに執り行うことができた。 
一般講演１ 
似て非なる C57BL/6 マウス 
目加田 和之 
岡山理科大学理学部 
 C57BL/6 マウスは、最も知られた標準的近郊
系であり、各種ミュータントマウスや遺伝子改
変マウス系統の遺伝背景として広く利用され
ている。C57BL/6 系統は、1920 年代に育成され、
1948 年に C57BL/6J と C57BL/6N の二つのグル
ープに分岐し、その後、それらを由来とする
20 種類を超える亜系統が世界中で育成されて
いる。これらのグループの間には、行動特性や
薬剤耐性等、表現型の違いが存在していること
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が知られている。 
演者らは、これまでに C57BL/6 系統に存在
する SNP（一塩基多型）を探索し、亜系統間
を区別できる遺伝マーカーとして整備をする
ため、公共データベースを用いて、C57BL/6J
および C57BL/6N 系統特異的な SNP を抽出し、
それぞれの系統を由来とする各種亜系統やブ
リーダー間における多型性について検証して
きた。その結果、それぞれのグループ間で数
多くの SNP が存在しており、それらの違いは
元系統である C57BL/6J および C57BL/6N 系統
からの分岐の年代に相応したものであった。
また、グループ内で多型性を示した SNP の中
にはアミノ酸置換を伴うものが含まれており、
C57BL/6 亜系統間の表現型の違いの一要因と
なっている。 
 このように C57BL/6 マウスには亜系統間で
無視できない塩基配列の違いや表現型の違い
が存在しており、高精度な遺伝子機能の解析
などに C57BL/6 系統を使用する際は、亜系統
のレベルまで考慮することが必要である。む
しろ、名前の似た別の系統であるという感覚
で扱った方がよいかもしれない。 
一般講演２ 
ヌートリア Myocastor coypus を用いた試験
と実験 
小林 秀司・新居康平･柳原綾佳･生野あゆみ･
比嘉大樹・清水慶子 
岡山理科大学理学部動物学科 
【はじめに】ヌートリア Myocastor coypus 
は南米原産の半水棲齧歯類で、日本には太平
洋戦争直前に持ち込まれたものが、二度にわ
たる国策増殖の失敗により定着･野生化し、
2005 年に特定外来生物に指定されて、国によ
る完全防除の対象となっている。ところが、
この指定自体が防除の進捗にほとんど役立た
ないばかりか、かえって防除のために必要で
ある基礎データの蓄積や生物学的特性の解明
を滞らせるという皮肉な結果を招来している。
演者らの研究室では，2009 年以来，岡山県環
境保健センターとの疫学的共同研究を開始し
たのを皮切りに、ヌートリアの総合生物学的
な研究を行っている。今回は、本研究会での
発表機会を頂いたので、飼育下にある 4 頭の
ヌートリアで行った試験･実験の中から三つ
の例について紹介する。 
【ホテイアオイ摂食試験 -毒？は毒を制する
のか?-】侵略的外来植物の筆頭格であるホテ
イアオイ Eichhornia crassipes に対して、
ヌートリアがどの程度選好性を示すかの試験
を行った。ヌートリアは、問題なくホテイアオ
イを良く摂食した。選好性に関しては、栽培植
物であるキャベツ Brassica oleracea var. 
capitata やレタス Lactuca sativa と比べると
選好性がややおちるものの、野生植物のギシギ
シRumex japonicusとほぼ同程度の摂食量を示
した。ただし、ホテイアオイに対する選好性は、
試験に用いた 4 頭の成獣間で個体間差や個体
内差が大きかった。ホテイアオイは、異常繁茂
によって水上運輸や漁業に影響を与えとして
要注意外来植物に指定されているが、今回の試
験結果は、ヌートリアが野外での異常繁茂をあ
る程度コントロールしている可能性を示唆し
ている。 
【侵入防護策試験】ヌートリアの身体能力、特
に登攀能力に注目し、どのような柵が侵入防止
に有効であるかを調べるため、柵の高さを変え
て乗り越え試験を行なった。試験結果から、ヌ
ートリアの登攀能力は、頭胴長の約 1.5 倍程度
であることが判明した。さらに、柵板の上端を
わざと固定しないといった負荷構造を加える
ことで、頭胴長の 1.2 倍程度（約 55cm）まで
登攀力を減衰できることがわかった。また、負
荷構造ありの方が、登攀行動と探索行動の合計
時間と回数も増加した。野生下で頭胴長 60cm
を超える個体が出現することを考慮すると、柵
の高さはその 1.5 倍の 90cm 程度は必要だが、
上端 15cm を不固定にした柵を設置すれば、汎
用市販品の波板（幅 65.5cm）でもかなり侵入
防止を効果的に防止できるだろう。 
【繁殖周期】ヌートリアの防除が成功しない原
因の一つとして、ヌートリアの繁殖特性に不明
な部分が多いことが挙げられる。そこで、酵素
免疫測定法（EIA 法）により糞中の性ステロイ
ドホルモン値を測定した。測定したホルモンは、
オスではテストステロン、メスでは卵胞ホルモ
ン代謝物、黄体ホルモン代謝物、デヒドロエピ
アンドロステロンサルフェートである。これま
で、ヌートリアは周年繁殖であると言われるこ
とが多かったが、測定結果から、ヌートリアは、
周年繁殖可能な状態は維持しつつも繁殖する
時期を適宜、選択している可能性が示唆された。 
【おわりに】いずれの試験においても、ヌート
リアは、一定の傾向は示しつつも個体間で結果
に差があるだけでなく、同一個体であってもか
なりの「融通幅」を示す。このことが、集団と
しての幅広い適応力を担保し、世界四大陸にま
たがって生息を可能にしているのかもしれな
い。 
一般講演３ 
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蝸牛外ラセン溝周辺におけるミオイノシ 
トール輸送体タンパク質の発現 
山地真裕美 1，井上理佐 1，枝松 緑 2， 
安藤元紀 1 
1岡山大学大学院教育学研究科・細胞生理学  
研究室、2 岡山大学大学院医歯薬学総合研
究科・分子医化学分野 
【背景と目的】哺乳類の聴覚機能を担う内耳
蝸牛は、前庭階・中央階・鼓室階の 3 つの区
画に分かれており、それぞれリンパ液で満た
されている。中央階には血管条とラセン靱帯
からなる蝸牛管側壁が面しており、エネルギ
ーを大量に消費しながら活発なイオン輸送を
行い、聴覚機能の発現に必須の内リンパ液の
産生・維持（内リンパ直流電位の生成：+80 mV，
高 K+液の産生：150 mM K+）に中心的な役割
を果たしている。この活発な代謝活性を維持
するためのエネルギー源（グルコース）の輸
送経路として促進拡散型グルコース単輸送体
（GLUT）の複数の遺伝子アイソフォームの
発現が確認されている。本研究では、その中
で 比 較 的 そ の 発 現 量 が 多 い GLUT13
（H+-coupled myo-inositol cotransporter, HMIT）
遺伝子に着目した。この分子にはグルコース
輸送活性はなく、別称の由来にもなっている
H+と myo-inositol の共輸送体であることが判
明している。内耳で水分や pH 調節に関与す
ると考えられている外ラセン溝を中心に、 
HMIT 分子の局在解析を行った。 
【材料と方法】実験にはマウス（ Mus 
musculus）の成獣を用いた。麻酔下、化学固
定液で経心灌流を行い、側頭骨から蝸牛を摘
出し脱灰を行った。電子顕微鏡用として、脱
灰試料をエタノール系列で脱水、Spurr 樹脂に
包埋した。厚切り切片は toluidine blue 染色で
光学顕微鏡観察、超薄切片は電子染色を行い
電子顕微鏡観察に供した。免疫組織化学用と
して、脱灰試料をショ糖液に浸漬、Tissue-Tek®
に置換して凍結包埋した。凍結切片を作製し
免疫組織化学法を適用した。一次抗体として
polyclonal goat anti HMIT antibody（sc-244166, 
Santa Cruz biotechnology Inc.）、二次抗体とし
て Alexa488 donkey anti goat IgG（A-11055、 
Life technologies）を用いた。観察には光学顕
微鏡、共焦点レーザー顕微鏡（ FV1200, 
Olympus ）、および電子顕微鏡（ H-7650, 
Hitachi）を用い、外ラセン溝周辺の形態学的
観察および HMIT 分子の局在解析を行った。 
【結果と考察】光学顕微鏡観察から、ラセン
靱帯の大部分は血管条の直下（骨壁側）に位
置しているが、ラセン隆起から外ラセン溝にか
けてはその組織が内リンパ液に面しているこ
とを確認した。電子顕微鏡観察から、外ラセン
溝を構成する上皮細胞とその直下に位置する
根細胞（root cell）が同定できた。それらの細
胞間にはギャップ結合が発達していることが
分かった。免疫組織化学法による共焦点レーザ
ー顕微鏡観察から、外ラセン溝の上皮細胞およ
びその直下の細胞群に HMIT 分子由来の強い
陽性シグナルが認められた。抗原ペプチドによ
る吸収試験を行ったところ、それらの陽性シグ
ナルは減弱した。以上の結果から、外ラセン溝
周辺の上皮細胞やその直下の細胞群において
HMIT 分子の発現が明らかとなった。外ラセ
ン溝周辺の細胞群は、蝸牛管側壁における上皮
細胞系ギャップ結合ネットワークの最も端に
位置し、pendrin や aquaporin の発現が報告され
ており、pH 調節や水輸送への関与が示唆され
ている。HMIT は、これらの輸送体と協働しつ
つ内耳における pHおよび浸透圧調節に関わる
新たな膜輸送体タンパク質であることが示唆
された。今後は HMIT 分子の超微形態学的局在
解析や生理機能の解析を行う予定である。本研
究の遂行により、内耳液性制御機構の解明、お
よび新たな内耳疾患の病態解明につながる可
能性が高い。 
一般講演４ 
≪演者の都合により取り下げ≫ 
一般講演５ 
e-learning システムを用いた動物実験教育   
訓練知識確認テストの実施 
 矢田範夫・上藤千佳・平山晴子・樅木勝巳 
 岡山大学自然生命科学研究支援センター 
  動物資源部門，岡山大学動物実験委員会 
 文部科学省「研究機関等における動物実験等
の実施に関する基本指針」は、各機関の長に対
して動物実験を行なう者を対象とした教育訓
練の実施を求めている。これに基づいて岡山大
学においては動物実験委員会の主催で全学を
対象に教育訓練をおこなっており、2014 年度
は 14 回開催、846 名が受講した。岡山大学で
は直接動物実験を行なう研究者だけでなく、採
血・投与やケージ交換作業のみを担当する実験
動物技術者、飼育担当者も含めて、実験動物に
触れる可能性がある者すべてに、職種や雇用形
態の違いを問わず例外なく教育訓練の受講を
義務付けている。 
 動物実験の機関内管理体制の要に位置する
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教育訓練を形式的なものにしないために、岡
山大学では昨年度から教育訓練受講の有効期
間を設け（5 年間）、今年度からは 1 時間の教
育訓練の座学講義に加えて事後の e-learning
による知識確認テストの受験を必須とし、正
答率 60%以上で教育訓練受講者名簿に登録
することとした。 
 このテストは日本データパシフィック株式
会社が提供する大学を対象とした e-learning
システムである WebClass を利用して実施し
ている。受験者は大学の ID とパスワードで
ログインし、ストックされた設問の中から無
作為に出題された 20 問を解答する。解答形
式は 4 択とした。設問の一例を挙げるならば、 
次のようなものがある。 
＜設問＞動物実験における苦痛のカテゴリー
の考え方について、正しいものは次のうちど
れか。 
(1) 動物をすぐに安楽死させた後、特定の臓
器を摘出する実験は、苦痛のカテゴリーA（剖
検により得られた組織を用いる実験）に該当
する。 
(2) 自然発症高血圧モデルである SHR は、何
も実験処置を加えず血圧の推移のみを観察す
る限りは苦痛のカテゴリーB（動物に対して 
ほとんど不快感を与えない実験）で差し支え
ない。 
(3) マウス皮下に腫瘍細胞を移植しその成長
をみる実験は苦痛のカテゴリーC（軽度のス 
トレスまたは痛み (短時間持続するもの））に
該当する。 
(4) 動物を麻酔下に置き、処置を行った後そ
のまま覚醒させることなく安楽死させる実験
は、苦痛のカテゴリーは B（動物に対してほ
とんど不快感を与えない実験）で差し支えな
い。 
 この設問の場合、正答は (4)である。受講
者は解答の正誤を確認するだけでなく、以下
のような解説を学習し、さらに理解を深める
ことができる。 
＜解説＞(1)臓器摘出目的の安楽死は、カテゴ
リーBとなります。カテゴリーAは，あらかじ
め本学の研究者とは無関係に安楽死・解剖等
が行われた個体から、たとえば食肉処理業者
などから臓器や組織だけを譲り受ける場合を
指します。(2)高血圧モデルは、無処置のまま
生かしておくだけでもカテゴリーD となりま
す。疾患モデルはその病態の発現が最大の場
合を想定して考えます。(3)担がんマウスにつ
いても、カテゴリーD 相当です。 
以上のようにこの知識確認テストは、①受
験者を不合格とするための試験ではなく、合格
ラインに達するまで何回でも受けられること、
②知識確認テストという名称に示されるよう
に解説を充実させたこと、③設問は 3Rs など基
礎的な知識はもとより、実際に動物実験を行な
う上で陥りがちな誤りを題材にして作成し、実
践的な知識が身に付くものとしたことにある。 
 本報告では岡山大学における e-learning に
よる教育訓練知識確認テストを紹介し、動物実
験の機関内管理の実効性をより高めるための
取り組みについて考察したい。 
特別企画「動物実験と社会－適切な動物実験 
     の実施体制を考える－」 
特別企画１ 
「研究機関等における動物実験等の実施に 
関する基本指針」について 
 勝股靖貴 
文部科学省研究振興局ライフサイエンス課  
研究機関等における動物実験等の実施に関
する基本指針（平成 18 年文部科学省告示 71
号。以下「基本指針」という。）は、動物の愛
護及び管理に関する法律（昭和48年法律第105
号。以下「動物愛護管理法」という。）及び実
験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関
する基準（平成 18 年環境省告示第 88 号）を踏
まえて定められたものである。 
基本指針の主旨は、動物実験実施に関する理
念である３R（Refinement：苦痛の軽減、
Reduction：使用数の削減、Replacement：代替
法の利用 ）を、研究機関等の長の責任による
機関管理によって達成することを目的とした
ものである。従って、動物実験を実施する全て
の研究機関等は、基本指針に基づいた機関管理
の体制整備を求められている。 
一方で、動物愛護管理法には、5年ごとに見
直しを実施する旨が記載されており、直近では、
平成 24 年 9 月に議員立法により改正されたと
ころである。今回の改正では結果的に、動物実
験関係の記載に変更は無かったが、附帯決議に
おいては、関係者に対して国際的な規制の動向
や科学的知見の収集及び３R の実行性強化を
求める内容が記載されている。 
このような状況を踏まえて、文部科学省では
基本指針の遵守を徹底しているところである
が、研究機関等においても国内の状況を十分に
踏まえ、更なる機関管理の体制整備とその強化
をお願いしたいところである。特に、情報公開
及び自機関以外の者による遵守状況の検証（外
部検証）は、透明性を確保する上で重要である。
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全ての機関が実施するようお願いしたい。 
特別企画２ 
動物実験を実施している研究機関等の責務に
ついて 
喜多正和 
公私立実験動物施設協議会会長・ 
京都府立医科大学  
1973 年に制定された「動物の保護及び管
理に関する法律」(動物愛護管理法）は、そ
の後、環境省の所管のもとに見直され、最
新の改正版が2013年 9月 1日から施行され
ている。今回の改正においては、大学等の
動物実験施設の届出制又は登録制等の規制
導入は見送られ、いままで通りの自主管理
体制を継続することになった。しかしなが
ら、動物実験に関する項目が環境省の動物
愛護管理法の中にある限りは、5 年毎の見直
し対象項目になることは避けられず、今後
とも研究機関等における自主管理（機関管
理）体制の向上が必須であることは明白で
ある。 
このような状況を踏まえ、国動協及び公
私動協の幹事会は、文部科学省の指導の下
に、「研究機関等における動物実験等の実施
に関する基本指針」（平成 18 年文部科学省
告示 71 号）第 6 第 3 項に定められた情報公
開を更に推進するために、それぞれの協議
会の会員校に対して、情報公開を積極的に
実施するよう要請している。さらに、全国
医学部長病院長会議に新設された動物実験
検討委員会において、同様の内容が検討さ
れ、全国医学部長病院長会議 動物実験検
討委員会委員長、国立大学法人動物実験施
設協議会会長および公私立大学動物実験施
設協議会会長の連名で平成25年 12月 12日
付け「動物実験に関する情報公開の実施に
ついて」という文章が全国の医学部を有す
る会員大学へ通知されている。また、「研究
機関等における動物実験等の実施に関する
基本指針」第 6 第 2 項において、基本指針
への適合性に関する自己点検・評価を実施
すること、及び当該研究機関以外の者によ
る検証を実施することに努めることが明記
されているにも関わらず、相互検証プログ
ラムによる外部検証を受けている大学は必
ずしも大多数ではなく、現状では残念なが
ら自主管理（機関管理）が着実に実施され
ているとは言い難い。 
本講演では、１）動物実験を取り巻く社会
情勢、２）動物実験を実施している研究機関
等の責務、３）公私立大学実験動物施設協議
会の活動などについて解説したい。 
特別企画３ 
岡山大学における動物実験に関わる機関管理
体制の構築−非医療系キャンパスでの機関管理
拠点として動物実験施設の整備コンセプト 
とその運用− 
樅木勝巳 
  岡山大学自然生命科学研究支援センター 
動物資源部門  
 平成 18年，3Rs の理念が導入された改正「動
物の愛護及び管理に関する法律」（動物愛護管
理法）が施行され、これにあわせて「実験動物
の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基
準」並びに「研究機関等における動物実験等の
実施に関する基本指針」が関係省庁から告示さ
れた。これらにより動物実験は機関内規程の基
づく管理（機関管理）を実施することが求めら
れるようになった（平成 18 年体制）。この平
成 18 年体制で謳われている内容は、昭和 62
年の文部省局長通知に基づき医学部等で実施
されてきた管理システムをひな形として構築
されたものである。 
この元となったシステムは、中核となる動物
実験施設の設置と専従の教職員の配置、そして
約 40 年という長い年月をかけて定着させてき
たものである。そして、平成 18 年体制の内容
はもはや個々の研究者が本来の教育・研究活動
の一部として実務を担い、学生教育上必要との
名の下に大学院生等に補助させるという旧来
からのやり方では対応することが困難となっ
た。よって、動物実験の機関管理システムに馴
染みのない分野では情報不足と困惑が見られ、
自ら行っている動物実験を平成 18 年体制の枠
組みへ移行するのを依然として躊躇している
ように見える。しかし、平成 22 年以降，動物
愛護管理法にまつわる社会状況からは、研究機
関等で実施されている動物実験をこの枠組み
内へ移行させる時間的な猶予は残されていな
い。 
 岡山大学では、平成 20 年より統一的な機関
管理システムの再構築に取り組み、津島キャン
パス、特に、これまで動物実験施設が設置され
ていなかった理学、工学、教育学部が配置され
ている区域に機関管理の拠点となりうる動物
実験施設を新営、学内で実施されているすべて
の動物実験が動物実験施設を核としたシステ
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ム内で実施されるようにした。この施設は医
療系キャンパスにある中核施設のブランチと
して利用想定学部での研究実施環境に合わせ
た運用を行い、利用する研究者の施設利用の
抵抗感軽減を図った。また、学部学生、大学
院生へは、実験動物の取り扱いに関して研究
者に代わって直接指導・助言を行っている。      
そこで，今回，非医療系キャンパスでの平
成 18年体制の実践例として、岡山大学におけ
るこの動物実験施設の整備コンセプトとその
運用について紹介する。 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
第７０回岡山実験動物研究会例会 
  
平成 27年 12月 11日(金)午前 10時から12
時まで加計学園 50 周年記念ホール (岡山理
科大学)で愛甲博美先生、城ヶ原貴通先生、目
加田和之先生のお世話で開催された。 
受付で記帳された、あるいは確認できた参
加者数は 54 名で、うち県外から 20 名であっ
た。今回は第 4 回実験動物シンポジウムや第
70 回研究会例会（一般講演）の講演者、参加
者にも研究会の案内を送付したことから、会
員が所属されていない県内外の大学（埼玉大、
岐阜医療科学大、大阪大、岡山大理学部附属
臨海実験所、山口大、福岡大）及び研究所（国
立衛研、実中研、化血研、紀和実験動物研）、
さらに賛助会員の日本エスエルシー㈱および
㈱エイチ・エス・ピーの他に大日本住友製薬
㈱の会社からの参加があった。 
 会長の国枝哲夫一先生から開会のあいさつ
があり、その後、特別講演に移った。特別講
演は「マウス卵子におけるミトコンドリアの
特性」と題して若井拓哉先生 (岡山大学大学
院環境生命科学研究科・動物生殖細胞工学研
究室)が講演された。司会は高橋純夫先生 (岡
山大学大学院自然科学研究科)が担当された。 
特別講演終了後、休憩を取った。その後、会
長から会務報告があった。なお、会務報告は
平成 27 年度第 2 回理事会の記載内容(68～69 
頁)を参照下さい。 
 会務報告終了後、一般講演に移った。一般
講演は織田銑一先生 (元岡山理科大学、第 4
回実験動物科学シンポジウムのオーガナイザ
ーのお一人)が企画され、いずれもスンクスに
関係したものであった。 
 一般講演 1 は「実験動物スンクスにおける
新規コロナウイルスの探索」と題して寺田豊
先生ら (山口大学・獣医微生物、岡山理科大
学・動物、名古屋大学・動物形態情報学)が、 
一般講演 2は「スンクスを用いた脳下垂体神経
葉ホルモン・受容体系の解析」と題して佐藤慧
太先生ら (岡山大学大学院自然科学研究科・理
学部臨海実験所)が講演され、この 2 題の司会
は松山誠先生 (重井医学研究所分子遺伝部門)
が担当された。一般講演 3 は「スンクスで作る
モノクローナル抗体」と題して佐渡義一先生 
(重井医学研究所免疫部門)が、一般講演4は「ス
ンクス骨格筋線維の生化学的特徴」と題して市
川宏仁先生ら (山口大学連合獣医研究科・農学
部)が、一般講演 5 は「スンクスの腹腔内にお
ける画像解析により得られた知見」と題して伊
藤聡史先生ら (山口大学共同獣医学部病態制
御額講座実験動物学)が講演された。この 3 題
の司会は城ヶ原貴通先生(岡山理科大学理学
部)が担当された。 
 一般講演終了後、今回の世話役のお一人で、 
本研究会理事の愛甲博美先生から閉会の挨拶
があり、第 70回研究会例会は無事終了した。 
 その後、同会場で第 4回実験動物科学シンポ
ジウムが岡山実験動物研究会と日本実験動物
学会との主催で行われた。なお、シンポジウム
の詳細については 60～65 頁に記載した。 
特別講演 
マウス卵子におけるミトコンドリア 
若井拓哉 
岡山大学大学院環境生命科学研究科 
ミトコンドリアは独自の DNA であるミトコ
ンドリア DNA（MtDNA）を持ち、融合や分裂に
よりダイナミックに形態を変化させる動的な
細胞小器官である。哺乳類卵子のミトコンドリ
アは体細胞とは異なるユニークな特性をもつ。
卵母細胞は、その成長過程において活発に
MtDNA を複製し、成長を遂げた卵母細胞では 10
万コピー以上の MtDNA が存在する。興味深いこ
とに、フルサイズまで成長した時点で MtDNA
の複製は停止し、受精や卵割の過程では MtDNA
複製が起こらないまま、着床時の胚盤胞期にな
りようやく複製が開始する。また、受精時には
精子の MtDNA は排除され、卵子由来のミトコン
ドリアが次世代へ伝達する、母性遺伝の様式を
持つ。 
卵子ミトコンドリアのユニークさを解明す
るために、我々はミトコンドリアの形態に着目
し、卵子形成におけるその特徴を調査してきた。
卵子ミトコンドリアは体細胞とは明らかに形
態的特徴を持つ。成長期に複製された膨大なコ
ピー数の MtDNA は、推定数 30～40 万にのぼる
球状構造をしたミトコンドリアの中に核様体
として収納される。卵母細胞では、通常の体細
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胞でみられるような伸長したミトコンドリア
の動的ネットワークは観察されず、球状構造
をしたミトコンドリアが断片化して存在して
いる。細胞周期を停止した卵母細胞では、ミ
トコンドリアに顕著な動きは見られないが、
減数分裂が再開し卵成熟過程に入ると、ミト
コンドリア細胞内分布のダイナミックな再配
置が起こる。この再配置は細胞骨格の働きに
よって行われ、染色体や小胞体などの他の細
胞小器官と連動する。卵成熟過程におけるミ
トコンドリアや細胞小器官の正常な空間配置
は、受精やその後の発生に不可欠である。  
受精時や卵割過程におけるミトコンドリア
の挙動については未だ不明な点が多い。例え
ば、卵割過程でミトコンドリアの複製は起こ
らないため、卵割の結果生じた割球間のミト
コンドリア不均衡は補償することが不可能で
ある。ミトコンドリアの主要な機能である
ATP 産生を考えれば、正確な分配は正常な胚
発生に不可欠と考えられる。我々は最近、ミ
トコンドリアの融合・分裂のメカニズムが、
初期胚におけるミトコンドリアの細胞内分布
と割球間のミトコンドリア分配に関与してい
ること見出した。また、精子ミトコンドリア
が受精後に卵子の中でどのような挙動を示し、
認識・排除されているかについても未だ謎が
多く、今後の研究が期待されている。 
一般講演１ 
実験動物スンクスにおける新規コロナ 
ウイルスの探索 
〇寺田 豊 1,2、下田 宙 1、Nguyen Van Dung1、
鍬田龍星 1、城ヶ原貴通 3、織田銑一 3、 
高野 愛 1、本道栄一 4、前田 健 1 
1山口大学・獣医微生物、2(独)日本学術振
興会特別研究員 PD、3岡山理科大学・動
物、4名古屋大学・動物形態情報学 
【背景】近年、新興コロナウイルス (CoV)感
染症が大きな問題となっている。韓国で発生
した MERS の流行は記憶に新しい。新興 CoV
感染症の多くはコウモリやラクダなどの動物
からヒトへ伝播することにより発生する。そ
の対策として、種々の動物間で循環している
CoV を明らかにすることが重要である。本研
究において、我々は実験動物として用いられ
るスンクス (Suncus murinus)において、CoV
感染の有無を調査し、未知の CoV の検出に成
功した。 
【材料と方法】 1）糞便サンプル：飼育施設
A (KAT 系統、8 ケージ、15 個体)8 サンプル。
飼育施設 B(KAT、21 ケージ、37 個体、及び BK
系統、29 ケージ、33個体)50 サンプル。2）臓
器サンプル：施設 A スンクス 10 個体の剖検時
回収臓器。3）遺伝子検出：CoV コンセンサス
プライマー(RdRp)、および新規 CoV 特異的プラ
イマーを用いた RT-PCR。 
【結果】 1) コンセンサスプライマーを用いた
遺伝子検出の結果、施設 Aにおけるスンクス飼
育ケージ 8 ケージのうち、1 ケージ(12.5%)が
CoV 遺伝子陽性であった。2）検出された遺伝
子の塩基配列を決定し、系統解析を実施した結
果、スンクス糞便から検出された CoV は既知
CoV とは明らかに異なるウイルスであること
が判明した。3）得られた塩基配列を基に新規
プライマーを設計し、遺伝子検出を実施した結
果、コンセンサスプライマーで陰性であった残
り 7 ケージのうち、6 ケージ(85.7%)が陽性と
なった。4）陽性ケージの 2 頭を剖検し、各臓
器からの遺伝子検出を実施した結果、新規 CoV
は主に消化器系に分布していることが判明し
た。5）別の 8 頭について、小腸及び大腸から
の遺伝子検出を実施した結果、小腸及び大腸間
でウイルスの組織親和性に違いは認められな
かった。6）施設 B のスンクス 2 系統（KAT 21
ケージ、BK 29 ケージ）を調べた結果、それぞ
れ KAT 系統 14ケージ (66.7%)、BK 系統 5ケー
ジ (17.2%) が陽性となった。7）系統解析の結
果、A及び B の両施設から検出された CoV はほ
ぼ同じウイルスであると推定された。 
【考察】 実験動物であるスンクスからこれま
でに知られていない、全く新しい CoV が発見さ
れた。新規の CoV 属に属する可能性も考えられ
る。新規遺伝子検出系を確立した結果、44.8% 
(26/58 ケージ)と高い陽性率が示された。また、
系統解析の結果、2つの飼育施設で検出された
新規 CoV はほぼ同じウイルスであった。野外の
トガリネズミについても同様のウイルスが蔓
延している可能性が考えられた。新規 CoV がス
ンクスに引き起こす病原性の解析とともに、こ
うした情報は新規 CoV 感染症の出現予測にお
いて、重要な基礎的情報となる。 
一般講演２ 
スンクスを用いた脳下垂体神経葉ホルモン・ 
受容体系の解析 
佐藤慧太、坂本浩隆 
岡山大学 大学院自然科学研究科・ 
理学部附属臨海実験所/共同利用拠点 
脳下垂体神経葉ホルモンは脊椎動物に広く
保存されている神経内分泌ホルモンであり、哺
乳類ではオキシトシン（OT）とバソプレシン
（VP）が代表的な脳下垂体神経葉ホルモンとし
57
0123456789
て知られ、生体内恒常性の維持や社会性形
成・維持といった様々な生理機能に関与する。 
食虫目のスンクスは、現存する有胎盤哺乳
類の中で最も原始的と考えられ、動揺刺激に
より嘔吐反応を示し、嘔吐反応のモデル動物
としても注目されている。スンクスの先行研
究において、嘔吐反応への VPの関与が示され、
脳下垂体神経葉ホルモン・受容体系がスンク
スの行動制御にも重要であることが予想され
る。本研究では、スンクス脳下垂体神経葉ホ
ルモン、およびその受容体遺伝子を同定し、
それらの分子進化および機能の解明を目的と
した。 
まず我々は、スンクスにおける脳下垂体神
経葉ホルモン・受容体系の存在を明らかにす
るため、バイオインフォマティクス解析から、
網羅的に関連遺伝子の同定を試みた。その結
果、VP およびその受容体である V1a、V1b、V2
受容体、さらに、OT ホモログとして 8 番目の
ロイシンがイソロイシンであるメソトシン
（MT）とその受容体（MTR）遺伝子を同定する
ことに成功した。なお、MT は哺乳類有袋上目
や鳥類の OT ホモログとして知られているが、
これまで有胎盤哺乳類での報告はなく、スン
クスは有胎盤哺乳類で唯一 OT ホモログが MT
であることを明らかにした。さらに今回、ス
ンクスにおいても VP および MT 遺伝子構造を
解析した結果、VP と MT が同一染色体上の近
傍に逆向きに位置しているものと考えられ、
ヒトやマウスの脳下垂体神経葉ホルモン遺伝
子のゲノム配置と共通することを示唆した。 
続いて、我々は免疫組織化学法を用いて、
スンクスにおける VP および MT の脳内局在を
解析した。その結果、ラットやマウスと同様
に、VP 産生ニューロンおよび MT 産生ニュー
ロンが間脳視床下部の視索上核と室傍核に存
在することを明らかにし、それらのニューロ
ン線維は他の哺乳類と同様に正中隆起を介し
て脳下垂体神経葉に投射することが示唆され
た。 
以上の結果から、食虫類スンクスにおいて
も、脳下垂体神経葉ホルモン・受容体系の遺
伝子を同定し、間脳視床下部から脳下垂体に
投射する他の脊椎動物と共通する神経内分泌
系の存在を明らかにした。現在は、スンクス
脳内における、VP受容体の発現局在の解析を
試みている。本研究により、これまで不明で
あった VP による嘔吐制御メカニズムの解明
だけでなく、そのメカニズムのヒトをはじめ
とした哺乳類への普遍化も期待される。また、
スンクスは、OT ホモログとして哺乳類では有
袋上目のみが持つとされた MT を持つ。一方、
染色体上でMTとVPが逆向きに位置する遺伝子
構造は、他の有胎盤哺乳類と共通する。これは、
スンクスが、ヒトをはじめとした有胎盤哺乳類
の中でも、オポッサムなどを含む哺乳類有袋上
目との分岐に比較的近い原始的な位置を占め
ていることを示唆しており、スンクスを含めた
哺乳類の分子系統解析により、脳下垂体神経葉
ホルモンの分子進化に関する新たな知見が得
られることも期待される。 
一般講演３ 
スンクスで作るモノクローナル抗体 
佐渡義一 
重井医学研究所免疫部門 
モノクローナル抗体は通常、マウス、ラット
で作られる。これはモノクローナル抗体の作製
時に使用される細胞融合パートナー細胞が齧
歯目のマウス由来だからである。パートナー細
胞は同種または近縁種のものを用いる必要が
あるためである。マウス、ラット以外ではモノ
クローナル抗体はウサギで作製されている。そ
の他の実験動物での作製は実用レベルに達し
てはいない。 
 私たちはスンクスでモノクローナル抗体を
作製することを開始したが、第一の理由は齧歯
目の動物ではないこと。これは（１）マウス、
ラットの蛋白質抗原に対するモノクローナル
抗体を必要としたためである。また、（２）私
たちは腫大したリンパ節を B 細胞の起源とす
るリンパ節法によるモノクローナル抗体作製
をマウス、ラットで行っているため、スンクス、
モルモットなどの小動物が適していると考え
たからである。 
 スンクスの尾根部筋肉内に抗原エマルジョ
ンを注射すると、傍大動脈リンパ節（腸骨リン
パ節に相当）と仙骨リンパ節が腫大することが
分かった。この腫大したリンパ節を B細胞の起
源として使用することにした。 
 細胞融合に使用するパートナー細胞の作製
は抗原エマルジョンを注射したスンクス
（Jic:Sun-Her 系統）のリンパ節細胞を血清添
加 GIT 培養液に入れ、培養したところ、マウス
SP2 細胞に良く似た増殖する細胞を見つけた。
この細胞を 4 種類株化した。これらの株化細胞
は抗体を産生していないが、スンクスリンパ節
細胞と細胞融合させると、ごくまれに、比較的
安定に抗体を産生する融合細胞が出現した。こ
れらの融合細胞の中から、実際に融合を行い融
合効率の良い細胞を見つけ、パートナー細胞と
して使用した。 
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 現在のところの融合効率は 1 回の細胞融合
で 1 から 2 個のクローンが確立できる程度で
ある。確立したクローンはクローンごとに安
定性が異なる。培養を継続すると安定に抗体
産生をするものもあるが、徐々に抗体産生を
しなくなる細胞に変化する株もある。このよ
うな状態であるが、サブクローニングを行う
ことにより、抗体産生細胞を維持できること
から、スンクスでモノクローナル抗体ができ
たとしている。 
 確立したスンクス抗体はおもに 4 型コラー
ゲンの NC1 領域に対するものである。回転培
養による高濃度抗体の作製はマウス、ラット
の場合は 3 mg/ml 程度の濃度であるが、スン
クスの場合は 0.3‐0.6 mg/ml 程度であった。
確立した抗体の精製、蛍光色素の導入、酵素
の導入はマウス、ラットの場合と同様に行う
ことができた。 
 ラット 4 型コラーゲンα1/α1/α2 鎖分子
に対する抗体でネイティブの抗原と反応する
抗体が初めてできた。いままでできなかった
理由は、この蛋白質のアミノ酸配列が極めて
似ているため、ラットとマウスの間では免疫
原性がないためラットとマウスでは抗体がで
きなかったためである。 
本研究は重井医学研究所と岡山理科大学理
学部動物育種・保全学研究室の共同研究であ
る。 
一般講演４ 
スンクス骨格筋線維の生化学的特徴 
○市川宏司１、松尾大輝１、宮田浩文２、 
和田直己１ 
山口大学連合獣医研究科１、山口大学農学部２ 
（目的）動物の運動は骨格筋の協調活動によ
って達成される。運動は運動に関与する筋肉
の収縮、弛緩の強さ、その時間的な違いによ
って、運動の速度、強さ、大きさ、方向が制
御される。１つの筋肉は多くの筋線維（細胞）
から構成されている。筋線維はその収縮特性
（収縮速度、弛緩速度、最大張力）の違いか
ら Type I、IIa、IIx、IIb の４種類に分類さ
れる。収縮および弛緩速度は Type I、 IIa、
IIx、IIb の順に速くなる。最大収縮張力は一
般には速度と同様に Type I、IIa、IIx、IIb
の順に大きくなる。最大張力は収縮単位であ
る筋原線維の数に比例するが、一般的に筋線
維の断面積(筋原線維の数)が Type I、IIa、 
IIx、IIb の順に大きくなっているからである。
異なるタイプの筋線維は異なる運動ニューロ
ンで支配されている。よって異なる筋線維は
異なる制御を受けている。また１つの運動ニュ
ーロンによって支配される筋線維の数は筋肉
によって、また動物によって異なる。よって運
動を理解するには、筋線維の分類とそれぞれの
構成比を知ることが必須である。スンクスはト
ガリネズミ目、ジャコウネズミ科の動物である。
トガリネズミ目の共通する姿勢の特徴は前肢
と後肢を深く屈曲させ、脊柱を湾曲させた姿勢
である。また歩行運動の特徴は足首の大きな運
動を利用した上下動の大きな運動を行うこと
である。トガリネズミ目の運動の特徴は「ゆる
やかな関節運動のできない動物」と表すことが
できる。このようにトガリネズミ目には他の動
物にはみられない特徴がある。そこでスンクス
の運動制御を明らかにするため、今回は筋線維
の生化学的特徴について研究を行った。 
（実験方法）研究にはトガリネズミ目のヒミズ、
ジネズミ、カワネズミ、スンクスを用いた。上
肢、下肢、体幹、頸部から約４０の骨格筋のサ
ンプルを採取した。各サンプルの断面の連続切
片を、クリオスタットを用いて作成した。筋線
維の分類には収縮速度の特徴を反映するミオ
シン重鎖の抗体による染色法を用いた。発色条
件の違いによって Type I、IIa、IIx、IIb に分
類した。各筋肉から 500 本の筋線維について分
類を行い、筋肉の断面でのタイプの占有比率
を％で示した。また各タイプの２０本の断面積
を計測した。また電気泳動法による分子量の計
測もおこなった。 
 (実験結果と考察) 
今回、実験を行ったトガリネズミ目の動物に
共通する特徴は、最も収縮速度の遅い、疲労抵
抗の高い Type I 筋線維がすべての筋肉に含ま
れていないということである. 我々の研究室
では現在約４０種の動物の筋線維分類行って
いる。最小のものではネズミ目のカヤネズミ
（７ｇ）、最大はゾウ目のアフリカゾウ（5 ト
ン）である。霊長目、クジラ目、偶蹄目、奇蹄
目、翼手目、有袋目、食肉目の属する動物に関
して研究を行った。それらの結果から、Type I
の欠落はトガリネズミ目というグループの特
徴であることが明らかである。この筋線維分布
の特徴はトガリネズミ目の姿勢、運動に反映さ
れている。 
一般講演５ 
スンクスの腹腔内における画像解析により 
得られた知見 
伊藤聡史、富山友里奈、木村 透 
 山口大学共同獣医学部病態制御学講座   
   （実験動物学） 
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[背景と目的] 
食虫目トガリネズミ科のスンクス(Suncus 
murinus)は絶食により容易に脂肪肝を示すこ
とが知られている。この脂肪肝は可逆性であ
り、給餌の再開により絶食前の状態の肝臓に
戻るといわれているが、一連のメカニズムに
ついては不明な点が多い。このメカニズムに
ついての検討の第一歩として、腹腔内の肝臓
および脂肪組織の観察を非侵襲的な解析手法
であるコンピュータ断層撮影 (CT)により行
った。 
[材料および方法] 
供試動物：岡山理科大学より分与されたス
ンクス KAT 系統をもとに当研究室で繁殖させ
た個体を用いた。スンクスの飼育には、マス
用飼料 6P（太平洋貿易㈱）を給与した。 
試験方法：CT 撮影には、実験動物用 3D マ
イクロ X線 CT（㈱リガク）を使用した。自由
採食させたスンクスについて、イソフルラン
吸入麻酔下で腹部 CT 撮影を行った。併せて、
病理解剖を行い、体脂肪（皮下脂肪、腹腔内
脂肪）の分布および肝臓を中心とした臓器の
状態を観察した。 
[結果] 
今回行った CT撮影条件下では、スンクスの
腹腔内に脂肪組織はほとんど観察されなかっ
た。肝臓の撮影像には脂肪蓄積を示す異常所
見は認められなかった。剖検所見からも、ヒ
トや他の動物種に見られるような腹腔内の腎
臓周囲や腸間膜における内臓脂肪の蓄積は観
察されなかった。またスンクスの脂肪組織は、
下腹部に皮下脂肪が対称的に見られるのみで
あった。 
[考察] 
マウス・ラットを代表とする実験動物では、
脂肪組織が皮下および腹腔内に明瞭に観察さ
れる。しかし、本試験成績から、食虫目スン
クスの大きな特徴として、腹腔内に体脂肪を
蓄積しない動物であることがわかった。スン
クスが食餌制限により急速に脂肪肝を示すこ
とは、主として下腹部の皮下脂肪を分解する
ことによるものと推測された。現在、絶食前、
絶食開始24時間後および給餌再開24時間後、
スンクスの腹部 CT撮影を実施し、体脂肪およ
び肝臓の変化を調べ、さらに病理組織学的検
査を進めている。 
謝辞：本研究を行うにあたり、スンクスを
分与していただきました岡山理科大学・理学
部・動物学科 織田銑一先生、目加田和之先
生、城ヶ原貴通先生に深く感謝申し上げます。 
参考文献：Mikiko Yasuhara, et al. (1991)  
Induction of fatty liver by fasting in  
suncus. Journal of lipid Research 32;  
887-891. 
 
第４回実験動物科学シンポジウム 
新たな疾患モデル動物が切り開く橋渡し研究 
 12月 11日(金)13:00～加計学園50周年記念
ホール(岡山理科大学)で、岡山実験動物研究会
と(公社)日本実験動物学会との主催、岡山理科
大学の後援で開催された。 
 シンポジウムは浅野雅彦先生 (京都大学大
学院医学研究科)の司会で進められた。初めに
岡山理科大学学長の波田善夫先生および日本
実験動物学会理事長の浦野徹先生から開会の
挨拶があった。その後、シンポジウムは 3つの
セッションに分けて行われた。 
 セッション 1では「スンクスの疾患モデルと
しての可能性を探る」というテーマで、織田銑
一先生 (元岡山理科大学)が「はじめに-実験動
物としてみたスンクスの諸特性」と題して講演
され、坂本浩隆先生 (岡山大学大学院自然科学
研究科)が「神経ペプチド・ホルモン分子の進
化と機能 行動制御モデルとしてのスンクス」
と題して講演され、坂井貴文先生 (埼玉大学大
学院理工学研究科)が「スンクスを用いた消化
管運動研究-モチリンとグレリンの相乗作用に
ついて-」と題して講演され、城ヶ原貴通先生
ら (岡山理科大学理学部)が、「スンクスにおけ
る低温不耐性のメカニズム」と題して講演され
た。座長は織田銑一先生が担当された。 
 休憩を取った後、セッション 2 では「新しい
モデル動物 –ツパイ,フィレット」のテーマで、
小原道法先生 (東京都医学総合研究所感染制
御プロジェクト) が「新たなヒト型感染症モデ
ルとしてのツパイ」と題して講演され、河﨑洋
志先生 (金沢大学医薬保健研究院)が「フェレ
ットを用いた高等哺乳動物の脳神経系の分子
遺伝学的解析」と題して講演された。この 2
題の座長は吉川欣亮先生 (東京都医学総合研
究所哺乳類遺伝プロジェクト)が担当された。
再度の休憩後、セッション 3 では「トランスレ
ーショナルリサーチのための新たなモデル動
物と作出」のテーマで、田中あかね先生 (東京
農工大学大学院農学研究院)が「様々な動物の
アレルギーから発するトランスレーション研
究」と題して講演され、本多新先生(宮崎大学
テニアトラック推進機構)が、「ゲノム編集の基
礎と新たな哺乳類モデルの樹立」と題して講演
された。座長は若菜茂晴先生 (理化学研究所バ
イオリソースセンター)が担当された。 
 シンポジウム終了後、本研究会会長の国枝
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哲夫先生が閉会の挨拶を行った。 
 その後、会場を岡山理科大学 11 号館 8階ラ
ウンジに移し、本研究会と日本実験動物学会
との共催の懇親会が持たれた。日本実験動物
学会理事長の浦野徹先生のご挨拶、世話役の
お一人で岡山理科大学の愛甲博美先生の乾杯
のご発声をいただいた後、岡山市内の夜景を
眺めながら和気あいあいとした雰囲気の中で、
講師の先生方、会員、学生、参加者相互の交
流と親睦を深めた。閉会のご挨拶はシンポジ
ウムのオーガナイザーのお一人で、元岡山理
科大学の織田銑一先生がなされた。第 70 回研
究会例会及び第 4 回実験動物科学シンポジウ
ムは岡山理科大学の教職員、学生諸氏のご協
力、参加をいただき、盛会のうちに行うこと
ができた。 
セッション 1 
スンクスの疾患モデルとしての可能性を探る 
はじめに - 実験動物としてみた 
スンクスの諸特性 
織田銑一 
元岡山理科大学・理学部 
 マウス・ラットに代表されるような実験動
物は、ヒトに育種され遺伝子改変されてヒト
疾患の解明さらには生命科学のために利用さ
れてきている。日本実験動物学会がスポンサ
ーになって、実験動物科学シンポジウムが今
まで 3 回開催されて来た。ラット、鳥類、ブ
タが話題となったが、第 4 回の今回はそれほ
ど広範囲には知られていない哺乳類を対象に、
トランスレーション（橋渡し）研究の可能性
を探るものである。 
 スンクス（Asian house musk shrew、学名 
Suncus murinus）は食虫目（トガリネズミ型
もくるいは真無盲腸目ともいう）トガリネズ
ミ科ジネズミ亜科ジャコウネズミ属ジャコウ
ネズミの実験動物名である。食虫目としては
実験動物学の教科書に登場する唯一の実験動
物といってもよいだろう。とりわけ注目され
たのは進化・系統樹の視点から実験動物化が
試みられたことにあった。 
 食虫類は化石種がみた系統樹（コルバート
1955,1978,2004; 大野 1978,1991）では、骨
格系や 4 歯種、五指などからみて有胎盤哺乳
類の祖先系に近いといったこと、が指摘され
ていた。また富田ら（2011）の総説ではロー
ラシア獣類に分類し食肉目や鯨偶蹄目の仲間
という説が提唱されている。ちなみに霊長目
は真主獣山鼠類となっている。トガリネズミ
科ジネズミ亜科動物アフリカを起源とし、ま
たジャコウネズミはインド亜大陸で種分化し
たとされる。 
 ジャコウネズミ（野生スンクス）は、アフリ
カ東岸からアラビア半島沿岸、ネパール、イン
ド、スリランカ、インドネシア、グアム島、中
国大陸南部沿岸域、インドシナ半島に分布し、
長崎を北限として琉球諸島、アジアの熱帯亜熱
帯地域が主な生息域である。虫食性というもの
の高蛋白食（の雑食性）・残飯食であり、ヒト
の生活圏あるいは家畜飼育の場で生活できる
ため人家棲ということもできる。養鱒用ペレッ
トだけで飼育できるが約 25℃の飼育室が必要
になる。交尾排卵で周年繁殖し、妊娠期間は約
30 日で初産は約 70日、系統にもよるがリッタ
ーサイズは平均 2～4 匹である。体重はバング
ラデシュ起源の系統では♂100 グラムを越え
るものもあり、長崎あるいは沖縄起源の系統で
は 50 グラム以下も珍しくない。♀は♂よりも
小型である。 
このシンポジウムでは「スンクスの疾患モデ
ルとしての可能性を探る」というタイトルのも
とで、3つの話題が提供されるが、いままで蓄
積されてきた膨大な研究のほんと一部の成果
である。魅力的な報告をもっと多くお願いした
かったが、時間的な制約のため割愛せざるを得
なかった。1973 年以来、日本において独自に
実験動物化されてきたこともあり、日本人研究
者により多様な知見が発表されている。その一
端は 2冊の書籍（スンクス 実験動物としての
食虫目トガリネズミ科動物の生物学、1985 お
よびスンクスの生物学、2011）にも紹介されて
いる。 
 スンクスの研究を眺めて改めて感じること
は、疾患モデルといった病的視点だけでなく、
生物が持つ新たな機能（進化の産物）に着目し、
バイオミミクリーという視点を持つことこそ、
新規野生動物の実験動物化（飼育動物化）のも
つ意義がより大きいように思える。 
 以下に報告されているスンクスの特徴の一
部を列記してみよう。現在までに数百の論文が
検索でき、ここに示した以外の特性・特徴を知
ることができるはずである。 
形態学的解剖学的特徴 
1) 地域集団ごとに毛色や体サイズの変異 2)    
口蓋扁桃、耳管扁桃、肛門扁桃、膣扁桃、尿
道扁桃等の粘着部に免疫機能がある扁桃の存
在（東家ら、磯村ら） 3) 成熟後も皮下およ
び腹腔内に脂肪が蓄積しにくい 4)ヒト型単
胃、消化管が体長程度で短く、盲腸がない 5) 
精巣は腹腔内陰窩に位置し、精子はうちわ状で
巨大（毛利ら） 6) 洞毛が発達し三叉神経が
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太い。眼球は小さく視神経が細い 7) 脾臓は
巨大で成熟後も造血（福田ら） 
生理学的行動学的特徴 
1) キャラバン行動（辻ら） 2) 嘔吐易発性-
動揺酔、放射線酔、アルコールや化学物質に
よる嘔吐 (松本ら) 3) 脳腸ホルモンである
モチリン・グレリンの発見（坂井ら） 4) 甲
状腺ホルモンの脱ヨード酵素の特異性（ヒト
と同じ Dio2 動物でマウス・ラットは Dio1 動
物）5) 交尾排卵動物 6) 卵巣除去でも流産
しない 7) 体温維持機構の不全（寒冷暴露に
弱い） 
病理学的特徴 
1) 雄のみに発症する雄性ホルモン依存性皮
膚腫瘍 2) ウイルス性乳癌 3) 歯周病易発
性 4) 易発性肝臓機能障害と脂肪肝 
免疫学的特徴 
1) 病原菌に耐性、血液中に抗菌作用物質があ
る？→免疫機構の特異性 2) 消化管に固有
の菌相（フローラ）がない 3) 扁桃免疫 
遺伝学的あるいは遺伝性が疑われる特徴 
1) 染色体数（2n=30～40）にロバートソン型
転座変異 2) EDS 糖尿病系統 3) スクラー
ゼ活性欠損変異 4) アルビノ様遺伝子およ
びその他の毛色遺伝子 5) 欠如歯 6) 精巣
萎縮 7) 眼瞼開存遺伝子 8) 旋回行動遺伝
子 
実験奇形学的特徴（感受性の種差） 
1) 腹腔内投与水溶性ビタミンA (チョコラA)
の催奇形高感受性 2) 経口投与水溶性ビタ
ミン (チョコラ A)の催奇形低感受性 3) 腹
腔内投与レチノイン酸ではマウスと同程度の
催奇形感受性 4) 腹腔内投与抗がん剤 
(AraC)に対する極端な催奇形抵抗性 
神経ペプチド・ホルモン分子の進化と機能 
行動制御モデルとしてのスンクス 
      坂本浩隆 
岡山大学大学院自然科学研究科・ 
理学部附属臨海実験所/共同利用拠点 
 多くの動物において本能行動は生まれなが
らにして備わっており、それらを制御する動
作メカニズムは複雑な神経回路系をもって形
成・維持されている。しかしながら、本能行
動がどのような動作機序によって調節されて
いるかを考えた場合、脳神経系の活動・回路
システムに加え、‘ホルモン分子’などの液性
調節因子が重要な役割を担うことはもはや疑
う余地がない。以上の背景から、現在、私の
大きな研究課題としては、動物・普遍的に本
能行動を司る神経基盤を解明することを目指
している。本シンポジウムでは、その一環とし
て食虫類スンクス (Suncus murinus)を用いた、
神経ペプチド・ホルモンによる行動制御メカニ
ズムの解明、およびその分子・進化的な考察に
ついて、以下のふたつのパートに分けて紹介し
たい。 
(1) 脳下垂体神経葉ホルモン (バソプレシン・ 
  オキシトシン) 
 脳下垂体神経葉ホルモンのバソプレシン、 
オキシトシンは脳内で作用して、伴侶の選択性
(一夫多妻と一夫一婦の切替えなど)、および自
閉症の発症などにも密接に関係していること
もあり、共に哺乳類の社会性形成・維持に関わ
る重要な因子であると考えられている。このこ
とはバソプレシン・オキシトシンがスンクス特
有のキャラバン行動などにも関与する可能性
をも示唆する。さらに、スンクスへのバソプレ
シンの急性投与が、嘔吐反射を誘発するという
報告もある。そこで本研究は、スンクスにおけ
るバソプレシン・オキシトシンおよびそれらの
受容体の遺伝子を網羅的に同定し、その分子進
化と機能について調べた。 
(2) ボンベジン様ペプチド (ガストリン放出 
出ペプチド) 
 我々はこれまでに、齧歯類の脊髄において 
ボンベジン様ペプチドのひとつ、ガストリン放
出ペプチド(GRP)が、勃起、射精等の雄の性機
能を制御していることを報告してきた。一方、
ほぼ同時期に、同じ GRP が、同じ脊髄レベルで、
痛みとは独立した神経メカニズムにより、痒覚 
(かゆみ)のみを特異的に伝達することが報告
された。そこで本研究では、まず、スンクスに
おける GRP およびその受容体・遺伝子を同定し、
スンクス脊髄にも異なるふたつの脊髄 GRP 系
が存在するかどうかを解析した。さらに、これ
らふたつの脊髄 GRP 系の機能局在を解析する
ことにより、哺乳類における脊髄 GRP 系の分子
機能の普遍性について調べた。 
 以上のスンクスでの多角的な解析と、我々
がこれまで霊長類ニホンザル、および齧歯類
ラット・マウスで蓄積してきた知見とを包括
的に考察すると、行動制御モデルとしてのス
ンクスの有用性が強く示唆される。今後、よ
りスンクスに特有のホルモン分子・機能に着
目していくこと、およびその進化的普遍性が
明らかになることなどにより、全く新たな研
究分野の創造も期待できる。  
スンクスを用いた消化管運動研究 
-モチリンとグレリンの相乗作用について- 
坂井貴文 
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   岡山大学大学院自然科学研究科・ 
理学部附属臨海実験所/共同利用拠点  
 ヒトやイヌでは食後期と空腹期で異なる消
化管収縮運動様式を示すことが報告されてい
る。食後期に見られる収縮は中程度の振幅を
持つ律動的な運動であり、胃内容物の撹拌・
消化のために重要とされている。一方、空腹
期には約 90 分間秋季で胃から小腸へと伝播
する伝播性空腹期運動  (MMC:migrating 
motor complex)と呼ばれる特徴的な強収縮が
起こることが知られている。この強収縮は腹
鳴を伴い、胃腸内バクテリアの除去により消
化管内の清浄環境の維持に貢献すると考えら
れている。 
 1970年代にMMCを調節するホルモンとして
空腹期に十二指腸より分泌されるモチリンが
発見され、空腹期収縮の研究が進められてき
た。近年ではモチリンをターゲットとした消
化管運動機能改善薬の開発も試みられている
が、モチリンの作用点や作用機構の詳細が解
明されていないこともあり、多くの試みが有
るにも関わらず、モチリンを応用した創薬は
成功していない。この研究停滞の原因のひと
つとしてモチリンを産生しヒトと同等の MMC
を有する適当な小型実験動物の欠如が挙げら
れる。ラット、マウスやモルモットなどのげ
っ歯類ではモチリンによる消化管収縮反応が
見られず、空腹期の消化管運動には明確な
MMC が無いことから、現在までの研究は主に
ヒトやイヌなどを用いて行われてきた。 
 このような状況を受け、我々はモチリンお
よび消化管運動機構の研究に利用可能な小型
実験動物の探索を行い、スンクスの有用性を
見出した。スンクスはモチリンとモチリン受
容体を発現・産生しているだけでなく、モチ
リンに対する反応性を有し空腹期伝播性収縮
の時間間隔がほぼヒトやイヌと一致していた。
スンクスを用いることで、大型動物では困難
であった詳細な作用機構の検討を行うことが
可能となり、モチリンの胃収縮作用の発揮に
はグレリンの存在が必須であること、この経
路にはグレリンによる GABA 神経の調節が重
要であることを初めて明らかにした。さらに、
食後期にはモチリンの収縮作用が著しく減弱
するが、低濃度のグレリンとモチリンを共投
与することによって、食後期の胃収縮を増強
させ、胃排出を促進させることを報告した。 
 本講演では、消化管運動モデル動物として
のスンクスの有用性とともにスンクスを用い
て我々がこれまで行った一連の消化管運動研
究を紹介する。 
スンクスにおける低温不耐性のメカニズム 
  城ヶ原貴通 1・鈴木大輔 2 
1 岡山理科大学 
2 ㈱オリエンタルバイオサービス 
食虫目トガリネズミ科は、哺乳類の中でも比較
的多くの種を含む科であり、進化や種分化、比
較生態を研究するのに適した分類群の一つと
されている。トガリネズミ科は、トガリネズミ
亜科が主に寒帯・亜寒帯大気に、ジネズミ亜科
が主に熱帯・亜熱帯地域に生息しており、亜科
間で耐寒性に差がある。ジネズミ亜科に属する
スンクスは、8℃以下の低温環境で半数以上の
個体が不動化・死亡し、低温に耐性を示さない
が、トガリネズミ亜科に属するパルバ（標準和
名 : ヒ メ コ ミ ミ ト ガリ ネ ズ ミ 、 学 名： 
Cryptotis parva）は、4℃の低温環境に耐性を
示すとされている。トガリネズミ科内における
耐寒性の違いを調べることは、低温への適応性
や動物の種分化を考える上で非常に興味深い
とされている。本研究では、スンクスとパルバ
における低温暴露試験を行い、これら 2種の耐
寒性の差と低温馴化による耐寒性への影響を
明らかにすることを目的とした。 
 低温暴露試験の結果、マウスは全個体が生存
したが、スンクスでは 67.3%の個体が脱落した。
特に、低温暴露初期に脱落した個体は、体重、
EWATならびにIBATに著しい減少が認められた。
一方、スンクス生存個体の EWAT ならびに IBAT
は顕著に増加していた。一方、馴化を設けた低
温暴露試験では、8℃では低温耐性が向上した
が、一般的な低温暴露試験で行われる 4℃環境
では 1/3 の個体が脱落し、耐寒性を示さないこ
とが示唆された。スンクスは、不可避の日内休
眠を持つが、脱落個体は日内休眠後に著しく体
温が減少していた。これらのことより、スンク
スは低温不耐性であり、それは日内休眠と深く
関わっていると推察された。 
  一方、パルバにおいては、馴化期間を設けた
低温暴露試験では 83%の個体が、非馴化低温暴
露試験では 78%の個体が生存した。これらから、
パルバは、4℃の環境でも低温群の全個体が生
存するマウスやラットと比べると耐寒性が低
いが、スンクスよりも耐寒性が高いことが明ら
かとなった。また、IBAT 重量において、本研
究のパルバの低温群生存個体は、常温群と同程
度あることから、パルバは低温環境下において
十分な熱産生を行うだけの IBAT 重量を持つ可
能性が示唆された。 
 パルバの代謝-行動の特性は、ジネズミ亜科
とトガリネズミ亜科の中間であるとの報告が
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ある。本研究からパルバは、耐寒性において
もトガリネズミ亜科よりもジネズミ亜科に近
い可能性が示唆された。一方、スンクスは、4℃
の環境に耐性を示さないが、ラットと同様に
低温馴化による耐寒性の向上が推察された。
そして、本研究により低温馴化の有無に関わ
らずパルバとスンクスの間に耐寒性の差があ
ることが明らかとなった。 
セッション 2  
新たなヒト型感染症モデル動物としての 
ツパイ 
真田崇弘 1、尼子 豊 1、池 海英 2、小原恭子 2、   
塩釜ゆみ子 3、高野淳一朗 3、保富康宏 3、 
小原道法 1         
1 東京都医学総合研究所・感染制御プロジェ
クト、2鹿児島大学共同獣医学部・越境性動物
疾病制御研究センター、3 国立研究開発法人
医薬品基盤・健康・栄養研究所・霊長類医科
学研究所 
 ツパイ（ツパイ科ツパイ目）は、ラット程
度の大きさで寿命は 4-7 年であり、多産であ
る等の特徴から 1970 年代から実験動物とし
て扱われてきた。さらに感染症領域において
も、実験動物ではチンパンジーでしか感染し
えなかった B 型肝炎ウイルス、C 型肝炎ウイ
ルスに感受性を示す。チンパンジーは、動物
愛護の観点から、実験動物としての使用が制
限されており、安楽殺が禁止されているため、
チンパンジーに代わる実験動物モデルの確立
が急務となっている。 
 本研究者らは原猿類に分類されていたツパ
イに HCV が感染する事を見いだして報告して
きた。HCV がツパイに感染すると 1～3 年で慢
性肝炎、肝硬変、肝がんを発症する事を確認
しており（JV 2010）、飼育コストも低い事か
らチンパンジーに代わる感染実験動物モデル
として期待されている(The turn of the shrew. 
Nature 2011)。また、HBV のツパイ初代肝臓
細胞における増殖効率はヒト初代肝細胞のそ
れに匹敵し、個体としてのツパイも HBV に感
染性である事が報告されている（Hepatology 
1996）。 
  我々も含めて複数の機関でツパイの全ゲノ
ム解析が行われ、系統解析においてツパイは
一部の遺伝子がカニクイザルよりもヒトに近
い事が示されており、また、マウスでは不完
全な一部のインターフェロン系をヒトと同様
に備えている。 
 以上のことから、ツパイは新たなヒト疾患
の実験動物モデルとして有用と考えられるも
のの、ツパイを実験動物とする医学研究はほと
んど行われていないため、ウイルス感染動態の
解析ならびに治療効果の評価を行う上で無不
可欠な免疫系に関する知見は、ほとんど得られ
ていない。全ゲノム解析、網羅的 RNA-seq 解析
データに基づき免疫応答を解析するツールを
確立し、ツパイをヒト型感染症のモデル動物と
して確立する事を目的として進めている研究
を紹介したい。 
フェレットを用いた高等哺乳動物の脳神経系
の分子遺伝学的解析 
河崎洋志 
金沢大学医学系脳細胞遺伝子学研究分野 
  ヒトなどの高等哺乳動物の脳神経系には、脳
表面のシワ（脳回）や発達した視覚神経系 
などの特徴的な脳神経構築が存在しており、高
等哺乳動物における発達した脳機能との関連
が推測されている。従来、これらの神経構築に
ついて解剖学的および生理学的解析は進んで
きたが、分子生物学的解析は未だに遅れている。
その理由として、マウスではこれらの神経構築
が未発達であること、さらに高等哺乳動物を用
いた分子遺伝学的解析が困難であったことが
挙げられる。 
そこで我々はこれまで、哺乳類食肉目に属す
るフェレットに着目し、高等哺乳動物を用いた
遺伝子単離技術および遺伝子機能解析技術の
確立を独自に進めてきた。これらの技術を用い
て高等哺乳動物の視覚神経系に特徴的な P 細
胞に特異的に発現する遺伝子をスクリーニン
グし、P 細胞選択的遺伝子の同定に初めて成功
した。P 細胞は視覚情報の中でも色彩や形態に
関する情報を担う重要な神経細胞である。また
この遺伝子 FoxP2 の発現分布を解析すること
により、食肉目と霊長目の P 細胞の進化的関係
について新たな知見を得た。 
 さらに我々は高等哺乳動物の脳神経系で遺
伝子機能解析を行うために、フェレットの脳に
子宮内電気穿孔法を応用することに成功した。
高等哺乳動物における子宮内電気穿孔法の初
めての応用であり、フェレット大脳皮質の浅層 
から深層まで幅広くの神経細胞に遺伝子導入
することが可能となった。また大脳皮質の進化
で注目されている outer subventricular zone 
(OSVZ)への遺伝子導入も可能であることを見
いだした。さらに高等哺乳動物に特徴的に存在
する inner fiber layer (IFL)に含まれる神経
線維の由来を明らかにした。我々の技術は、高
等哺乳動物に特徴的な神経構築の形成過程、生
理機能および機能異常に基づく病態の解析に
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有用である。 
セッション 3 
様々な動物のアレルギーから発する 
トランスレーション研究 
        田中あかね 
東京農工大学農学研究院動物生命科学部門 
 免疫は、自己と非自己の識別により、宿主
を外敵から守るために発達してきた生態防御
機能である。そこには、すべての非自己に対
する防御反応ではなく、有益なもの、あるい
は病原性がない非自己にはあまり過剰な反応
が起こらないという寛容さを含んでいたはず
である。しかしながら近年、特に先進国では、
免疫系の過剰かつ異常な活性化によって宿主
に不利益がもたらされる事象、すなわちアレ
ルギーに悩む患者の数が増えている。先進国
では何らかのアレルギーに罹患する患者は全
人口の 30%にものぼるといわれており、化学
物質、昆虫、フルーツなど、従来の食物ある
いは花粉アレルゲンに代表されるたんぱく質
抗原とは性質の異なる新たなアレルギー惹起
物質が毎年のように報告されている。 
喘息、蕁麻疹、花粉症、アトピー性皮膚炎
などのアレルギー疾患は、生活の質を低下さ
せる深刻な問題であり、その社会的要請の高
さから毎年新たな治療薬が開発されている。
新薬や治療法の開発には、多角的な病態の解
析が必須である。そのため、ヒトのアレルギ
ー疾患を再現する動物モデルは、患者からは
決して得ることのできない貴重な情報を提供
する研究のパートナーであると言える。 
本講演では、現在多くの新薬開発に用いら
れているアレルギーの疾患モデルとして、わ
れわれの研究グループが解析を続けているヒ
トアトピー性皮膚炎自然発症モデル NC/Tnd
マウスに関する研究の一部を紹介する。特に
皮膚のバリア機能と、皮膚 pHの変化によるバ
リア機能の低下およびかゆみや皮膚炎の発症
との関連について最新の知見を紹介したい。 
また、ヒトと共に暮らしヒトと同じ病気を自
然発症することで注目されつつある伴侶動物
のイヌやネコ、あるいは実験小動物で再現す
ることが難しい蕁麻疹を自然発症するウマに
ついても概説し、比較動物医学的見地から今
後のアレルギー研究への応用、すなわちトラ
ンスレーション研究の今後の可能性と課題を
考察してみたい。 
ゲノム編集の基礎と新たな哺乳類 
モデルの樹立 
         本多 新 
宮崎大学テニュアトラック推進機構 
 遺伝子の機能を推測するための最も確実な
方法の一つとして、遺伝子を変異させたマウス
産仔の目に異常があれば、その遺伝子 A は目の
発生で機能する遺伝子である」と推測できる。
哺乳動物では、薬剤などでランダムに遺伝子変
異を誘起する方法や、胚性幹（Embryonic Stem: 
ES）細胞とキメラ動物作製によって、狙った遺
伝子を改変する方法で、遺伝子機能の推測やヒ
ト疾患モデル動物が作製されてきた。 
しかしながら、これまでマウス・ラット以外
の哺乳動物種における遺伝子改変は「困難」と
されてきた。このような背景の中で、近年 Zinc 
Finger Nuclease (ZFN)、Transcription 
Activator-Like Effector Nuclease (TALEN)、
および Custered Regularly Interspaced Short 
Palindromic Repeat (CRISPR) and CRISPR 
-associated (Cas)システムといった方法が開
発され、マウス以外の哺乳動物種でも狙った遺
伝子の改変（ゲノム編集）が可能になってきた。
これらは言わば、『標的遺伝子配列に結合する
“目印”とその部分を切断する“はさみ”』で
成り立っており、目印とはさみをコードする拡
散を受精卵に注入するだけで、狙った遺伝子が
改変された次世代を得ることを可能にする技
術である。 
 本講演では、簡便で効率よく標的遺伝子の改
変を可能にする CRISPR/Cas9 システムを中心
に、特に哺乳動物での遺伝子改変に焦点を絞り
ながら、前半は「ゲノム編集の基礎」について
解説する。また、後半ではマウス以外の動物に
おけるゲノム編集の例として、CRISPR/Cas9 を
用いて得られた遺伝子破壊ウサギの研究成果
や、今後の研究展開についても解説したい。 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
     平成 27 年度第１回理事会 
 平成 27 年 6 月 26 日（金）12:30～13:00 ま
で川崎医科大学現代医学教育博物館 2 階大講
堂で開催された。 
１．平成 26（2014）年度の活動報告 
①研究会の開催（2回）:第67回研究会例会 (会
員持ち回り会場)は7月11日(金)13:30～17:30
までマスカットキューブ(地域医療人育成セン
ター岡山)3 階マスカットホール(岡山大鹿田
キャンパス歯学部棟東側)で樅木勝巳先生・矢
田範夫氏（岡山大・自然生命科学研究支援セン
ター・動物資源部門・鹿田施設)のお世話で開
催された。一般講演 7題、特別講演 2題、懇親
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会が企画された。懇親会は岡山大学鹿田キャ
ンパンス・大学生協で、17:40～19:40 まで開
催された。 
 第 68回研究会例会は11月 28日(金) 10:00
～12:00 まで岡山大学創立五十周年記念館・
大会議室(2 階)で国枝哲夫先生（岡山大学大
学院環境生命科学研究科）のお世話で開催さ
れた。一般講演 6 題、記念講演 1 題が企画さ
れた。 
②公開シンポジウム「The Frontier of the 
Reproductive Biology ～生殖生命科学研究
の最前線～」の開催  
「若手研究者の研究能力向上を実現する生殖
生命科学に関する国際共同研究」が岡山実験
動物研究会と共催で第 68 回研究会例会と同
会場で 13:00～17:40 まで開催された。シンポ
ジウム終了後は合同の交流会が岡山大学生協
ピーチユニオンで企画された。 
③研究会報第 30 号は 4月に発行、会員への送
付(5月) 93 頁 会報の大きさ B5 版 140 部。  
岡山大学学術成果リボジトリ等へのコンテ
ンツ登録および公開、医学中央雑誌(医中誌)、
科学技術振興機構(JST)への会報寄贈(6 月)
し、文献情報のデータベース収録を行った。 
 会報 (第 25 号～第 30号)を製本し、猪貴義
先生と国立国会図書館へ 6 月に贈呈した。 
第31号の編集で、原稿提出の締切日を2015
年 1 月末日から 2 月に変更した。会報の大き
さは第 31 号から A4 版の大きさにすることを
決めた。「施設めぐり」の原稿は名古屋大学動
物実験支援センター東山動物実験施設・伊藤
麻里子氏に執筆依頼した。             
④投稿規定の一部改正(7月) (第 67 回研究会
例会の総会で承認) 
【現行】 
10. 別刷りは特別の場合を除き、PDF ファイ
ルで著者にお渡しする。        
【改正】  
10. 別刷りは特別の場合を除き、PDF ファイ
ルで著者にお渡しする。別刷りの冊子を
希望する場合は、必要部数を投稿の際に
事務局に指示する。その費用は著者負担
とする。 
⑤役員の選任(平成 27～28 年度)                      
 会則 第 6 条(役員)、第 7 条(役員の選任)  
    第 9 条(役員の任期)  
下記の会長・理事・常務理事・監事が推薦
され、選出された。この案件は第 68回研究会
例会の総会で承認された。 
平成27年～28年度 岡山実験動物研究会役員 
会 長 
国枝哲夫（岡山大・大学院環境生命科学研究 
        科・動物遺伝学・教授） 
理 事 
愛甲博美(岡山理科大・理学部・動物学科・ 
教授） 
石井 猛(岡山理科大・工学部・教授） 
大熊誠太郎(川崎医科大・薬理学教室・教授) 
工藤季之(就実大学・薬学部薬学科・准教授） 
嶋村三智也(㈱クラレ・くらしき研究センタ 
ー・構造・物性研究所・主管） 
松山 誠(重井医学研究所・分子遺伝部門・  
室長) 
樅木勝巳(岡山大・自然生命科学研究支援セン   
ター・動物資源部門鹿田施設・教授) 
山下光治(㈱エイチ・エス・ピー・取締役・ 
研究開発部長） 
山下広美(岡山県立大・保健福祉学部・栄養 
学科・教授) 
常務理事 
秋山耕陽(岡山大・自然生命科学研究支援セン 
タ ・ー動物資源部門津島南施設・助教) 
河田哲典(岡山大・大学院教育学研究科・食 
物学・教授） 
杉本幸雄(岡山大・大学院医歯薬学総合研究 
      科・国際共同創薬基盤センタ ・ー准教授） 
内藤一郎(元新見公立大・看護学科・教授） 
古本佳代(倉敷芸術科学大・生命科学部・生命 
    動物科学科・准教授） 
三上崇徳(川崎医科大・中央研究部・中央研究   
センター・技術員） 
矢田範夫(岡山大・自然生命科学研究支援セン 
          タ ・ー動物資源部門・技術専門職員） 
山本敏男(岡山大・大学院医歯薬学総合研究 
          科・機能再生・再建科学専攻・教授） 
監 事 
高橋純夫(岡山大・大学院自然科学研究科・ 
          生体統御学分野・教授） 
林 泰資(ノートルダム清心女子大・大学院 
人間生活学研究科・教授） 
⑥ホームページの更なる充実 
⑦会員の異動 
入会:秋山耕陽氏(岡山大・自然生命科学研 
         究支援センタ ・ー動物資源部門) 
   ：工藤季之氏(就実大・薬学部薬学科・ 
                  基礎薬学分野) 
退会:菊永茂司氏(ノートルダム清心女子 
    大・人間生活学部、平成 27年 3月退職) 
：熊谷多妙子氏(元岡山大・自然生命科 
学研究支援センタ ・ー動物資源部門) 
：宮本 拓氏(岡山大・大学院環境生命 
             科学研究科・平成27年3月退職) 
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⑧会報第 30 号に掲載された参考資料「地区研
究会の活動紹介」の別刷りを他の地区研究会 
に送付するとともに、この別刷りと第 67回研
究会例会の開催案内を中四国の動物実験施設 
関係者に配付した。 
⑨理事会の開催（2回） 第 67 回例会(7 月 
  11 日)、第 68 回例会(11 月 28 日)  
⑩拡大常務理事会の開催（2 回） 5月 20 日、 
  10 月 15 日 
２．平成 26(2014)年度の会計収支報告 
収入の部として前年度繰越金 455,800 円、 
会費(43 人 94 口) 94,000 円、賛助会費(8
社)240,000 円、寄付金(矢田範夫氏)6,984 円、
会報代(5冊、送料込)3,156 円、郵便貯金利子
29 円となり、収入総額は 799,969 円、一方、
支出の部として印刷費(第 30 号会報・製本) 
192,888 円、通信費 29,290 円、第 66 回研究
会謝金 5,000 円、補助 40,000 円、第 67 回研
究会例会謝金0円、補助47,800円、雑費7,514
円となった。なお、雑費の内訳は印字手数料
350 円、振替手数料 840 円、収入印紙(5
枚)1,000 円、振替手数料(会場)324 円、記念
講演花束5,000円である。支出総額は322,492
円で、残高は 477,477 円であった。会計収支
決報告書は平成27年2月5日に監事の先生方
によって会計監査を受けた。 
３．平成 27(2015)年度の会計収支報告 
平成 27(2015）年度(1 月 1 日～6 月 24 日)
の会計収支中間報告:収入の部として前年度
繰越金 477,477 円、会費（28 人 50 口）50,000
円、賛助会費(4 社)120,000 円、寄付金 0 円、
郵便貯金利子 17 円、収入総額は 647,494 円と
なり、一方、支出の部として、印刷費(第 31
号会報)185,976 円、通信費 49,490 円、第 69
回研究会例会補助 40,000 円、雑費 1,820 円、
支出総額は 277,286 円で、残高は 370,208 円
である。なお、雑費の内訳は振替手数料 420
円、収入印紙(7 枚)1,400 円である。 
     
４．平成 27(2015)年度の活動経過と活動計画 
①研究会を 2 回開催。第 69 回研究会は 6 月 
26 日(金)13:30～17:30 まで川崎医科大学・現 
代医学教育博物館 2階大講堂で、大熊誠太郎 
先生・三上崇徳氏 (川崎医科大学)のお世話で 
開催されている。一般講演 4 題、特別企画 
「動物実験と社会－適切な動物実験の実施体 
制を考える－」3 題、懇親会が企画されてい 
る。 
第 70 回研究会例会は 12月 11 日(金)10:00 
～12:00 まで加計学園 50 周年記念ホール(岡
山理科大学)で愛甲博美先生、城ヶ原貴通先生、
目加田和之先生のお世話で開催する。 
②第 4回実験動物科学シンポジウムの開催。 
 第 70 回研究会例会が終了した後、同会場で、 
13:00～17:40 まで織田銑一先生、愛甲博美先
生、城ヶ原貴通先生、目加田和之先生のお世話
で第 4回実験動物科学シンポジウム「新たな疾
患モデル動物が切り開く橋渡し研究」の開催を
予定している。シンポジウム終了後、18:00 か
ら岡山理科大学 11 号館 8 階サロンで合同の懇
親会が企画されている。 
③研究会報の発行・送付及び編集 
〇第 31号の発行と会員への送付5月 106頁、 
 会報の大きさ A4版 140 部     
〇岡山大学学術成果リボジトリ等へのコンテ 
ンツ登録及び公開(継続)、文献情報誌の医学 
中央雑誌刊行会(医中誌)・科学技術振興機構 
(JST)へ贈呈(5月)、データベース収録 
〇製本の寄贈 3 冊(1-13,14-24,25-30 号、B5 
版) 岡山大学中央図書館(6 月) 
〇別刷りの送付 会報第 31 号に掲載の参考 
資料「地区研究会の活動紹介」「実験動物科学 
シンポジウム」の別刷りを日本実験動物学会 
及び 10 の地区研究会に送付(5月) 
〇第 32 号の編集 平成 28 年 4月発行予定   
原稿提出の締切(平成 27年 12 月末日) 
〇施設めぐりの寄稿依頼済:木村 透先生(山口 
大学共同獣医学部獣医学科病態制御講座) 
④研究会例会の宣伝活動 
〇第 69 回研究会例会の開催案内を中四国の大 
学及び動物実験施設関係者などに送付。 
〇第 70 回研究会例会・第 4 回実験動物科学シ 
ンポジウムの開催案内を関係者に送付。 
⑤ホームページの更なる充実 会報第 31 号の 
掲載論文・記事並びに第 69 回・第 70 回例会の 
案内・ポスターなどの掲載 
⑥会員の異動(平成 27年 6 月 10 日現在) 
入会：臼田俊樹氏(学校法人英数館・広島ア 
ニマルケア専門学校) 
    ：木村康二氏(岡山大・大学院環境生命 
   科学研究科・動物生殖生理学)  
  ：高山 修氏(岡山大・生殖補助医療 
              技術教育研究センター) 
  ：本橋秀之氏(岡山大・生殖補助医療 
              技術教育研究センター) 
：森田英利氏(岡山大・大学院環境生命 
   科学研究科・畜産食品機能学) 
：若井拓哉氏(岡山大・大学院環境生命 
 科学研究科・動物生殖細胞工学) 
：目加田和之氏(岡山理科大・理学部・ 
                動物学科) 
：小林秀司氏(岡山理科大・理学部・ 
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                   動物学科) 
：鶴田剛司氏(岡山大・大学院環境生命 
科学研究科・動物栄養学)
退会：新井成之氏(㈱林原・研究開発本部・ 
            応用研究部、今年 3月定年退職)  
：加藤鋭二氏(日本クラレ㈱大阪事業所 
                  大阪 AD 部 退職) 
：佐藤芳範氏(今年 2 月 14 日 逝去) 
：千葉泰人氏(逝去) 
：辻 岳人氏(岡山大・大学院環境生命 
                  科学研究科) 
:大森 斉氏(元岡山大大学院自然科学 
研究科・岡山大学名誉教授) 
:賛助会員様(一般財団法人大阪大学 
微生物病研究会観音寺研究所） 
⑥理事会の開催（2回）第 69回例会(6月 26 
日)、第 70回例会(12 月 11 日 予定) 
⑦拡大常務理事会の開催（2 回） 4 月 28 日、    
10 月予定 
５．平成 28（2016）年度の活動計画 
①研究会の開催（2回） 
 〇第 71回例会(会員の持ち回り会場) 
    6 月下旬～7 月中旬(土)  就実大学予定 
世話役:工藤季之先生(就実大学薬学部) 
〇第 72 回研究会例会 
11 月下旬～12月中旬 岡山理科大学予定                
 ②研究会報第32号の発行 4月予定 岡山大 
学学術成果リポジトリ―等へのコンテンツ
登録及び公開、文献情報誌の医中誌・JST へ 
 の会報贈呈・データベース収録 
③役員の選任  会則 第 6 条（役員）、第 7 
 条（役員の選任）、第 9条（役員の任期） 
④ホームページの更なる充実  会報第 32 号、 
研究会例会の案内、講演要旨などの掲載 
 ⑤会員の拡大 
⑥参考資料「2015 年度地区研究会の活動紹 
介」の別刷りを日本実験動物学会・各地区 
研究会に送付するとともに、第 71回・第 
72 回研究会例会の開催案内を県内外の近隣
大学・研究機関に配付し、例会への参加を呼
びかける。今後も、学生・院生・若手の研究
者及び技術者が研究発表できる機会を作る。 
⑦その他 
理事会用資料として、「会報に掲載された 
施設めぐり」、「会員持ち回り会場」、「岡山実
験動物研究会ＨＰのコピー」を用意した。 
 
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
      平成 27 年度第 2 回理事会 
 平成 27 年 12 月 11 日(金）9:20 から 9:40
まで加計学園 50 周年記念ホール（岡山理科大
学）で開催された。 
１．平成 27(2015)年度の活動報告と活動計画 
①研究会の開催(2 回):第 69 回研究会例会は 6
月 26 日(金)13:30 から 17:30 まで川崎医科大
学・現代医学教育博物館 2階大講堂で大熊誠太
郎先生・三上崇徳氏のお世話で開催された。一
般講演 5 題、特別企画 3題、懇親会が企画され
た。第 70 回研究会例会は 12 月 12 日(金)10:00
～12:00 まで加計学園 50 周年記念ホール（岡
山理科大学）で愛甲博美先生、城ヶ原貴通先生、
目加田和之先生のお世話で開催されている。特
別講演1題と一般講演5題が企画された。なお、
一般講演は前会長の織田銑一先生のご希望も
あり、すべてスンクスに関係した演題を予定し
ている。 
②第 4回実験動物科学シンポジウム「新たな疾
患モデル動物が切り開く橋渡し研究」開催。 
12月 11日 13:00～17:40まで第 70回研究会
例会と同会場で日本実験動物学会との主催で
開催され、シンポジウム終了後は合同の懇親会
が企画されている。 
③研究会報の発行・送付及び編集 
 会報第 31 号を 4 月に発行し、5 月に会員に
送付した。106 頁、会報の大きさは A4版。 
 岡山大学学術成果リポジトリ等へのコンテ
ンツ登録および公開を延長、継続するとともに
医中誌刊行会並びに JST 知識基盤情報部へ会
報を贈呈した。 
 第 32 号（平成 28 年 4月発行予定）の編集に
着手しているが、原稿提出の締切は平成 28 年
1 月末日で、「施設めぐり」の原稿は山口大学
共同獣医学部獣医学科の木村 透先生にお願い
した。 
④本研究会活動の案内・宣伝  
 第 69 回、第 70回研究会例会の案内及び第 4
回実験動物科学シンポジウムのポスターを中
国四国の関係機関に配布し、参加をよびかけた。 
 会報第 31号に掲載の参考資料「2014 年度地
区研究会の活動紹介」「実験動物科学シンポジ
ウム」の別刷りを日本実験動物学会及び 10 の
地区研究会に送付した（5 月）。 
⑤ホームページの充実 
 今年度は、研究会第 31 号（4 月発行）の掲
載記事を紹介するとともに第 69 回、第 70 回研
究会例会及び第 4 回実験動物科学シンポジウ
ムの開催案内、ポスター、講演要旨などを掲載
した。 
⑥会員の異動（平成 27年度 新規） 
  入会：古林呂之氏(就実大・薬学部) 
    : 賛助会員様(アルファバイオ㈱ 岡山 
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                  営業所） 
 退会 : 北 徳氏(元倉敷芸術科学大学・生
命動物科学科) 
       : 賛助会員様(㈱メディケアー) 
⑦理事会の開催(2回) 第 69 回例会(6月 26 
  日)、第 70 回例会(12 月 11 日) 
⑧拡大常務理事会の開催(2 回) 4 月 27 日、 
  10 月 7日 
２．平成 27(2015)年度の会計収支中間報告 
平成 27（2015）年度(1月 1 日～12月 8 日)
の会計収支中間報告:収入の部として前年度
繰越金 477,477 円、会費(40 人 75 口)75,000
円、賛助会費(9 社)270,000 円、寄付金(三上
崇徳氏)5,472 円、郵便貯金利子 32 円、収入
総額は 827,981 円となり、一方、支出の部と
して、印刷費(第 31 号会報)185,976 円、通信
費 60,395 円、第 69 回研究会費謝金 20,000
円、補助 40,000 円、雑費 2,820 円、支出総額
は 309,191 円で、残高は 518,790 円である。
雑費の内訳は振替手数料(9 社)1,020 円、収入
印紙(9 枚)1,800 円である。 
３．平成 28(2016)年度の活動計画 
①研究会例会の開催(2回) 
第 71 回例会(会員の持ち回り会場)は 6 月
25 日(土)13:30～17:30 に就実大学で、工藤季
之先生、古林呂之先生(就実大学・薬学部)の
お世話で開催する。企画は特別講演、一般講
演、懇親会などを予定している。 
②研究会報第32号の発行及び第33号の編集。 
 第 32 号の発行は 4月に、会員への送付は 5 
月を予定。岡山大学学術成果リポジトリ等へ 
のコンテンツ登録及び公開を延長するととも 
に文献情報誌の医中誌刊行会、JST 知識基盤 
情報部へ会報を贈呈する。 
③講演要旨、登校論文などのチェック体制、
編集体制を確立する。 
④役員の交代(案) 
理事の大熊誠太郎先生(川崎医科大学)が平
成 28年 3月に定年退職されることから、理事 
は紅林淳一先生(川崎医科大学・中央研究セン
ター・医用生物研究ユニット・ユニット長)
に平成 28年 1月から交代する。 
この案件は 12月 11 日開催の理事会で提案 
され、総会で承認された。 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ホームページの更なる充実 
  会報第 32 号、研究会例会の案内、講演要旨
などの掲載 
⑥会員の拡大 
⑦拡大常務理事会、理事会を各々年 2 回開催 
⑧近隣大学・研究機関との交流の活発化及び若
手の交流の場を作り出す。 
⑨日本実験動物学会、地区研究会、関連学会な
どと連携・協力し、情報交換を図る。 
 
第 70 回研究会例会以降の活動報告 
 会報第 32 号の作成のために、第 69 回、第
70 回研究会例会などで講演された会員の方々
へ寄稿をお願いした。また、参考資料「地区研
究会の活動紹介」の原稿を作成するために、不
明な点について各地区研究会の事務局に問い
合わせを行った。各事務局からご返信をいただ
き、より正確な原稿を作成することができた。 
 第 71 回研究会例会は就実大学の工藤季之先
生、古林呂之先生のお世話で準備が進められ、
平成28(2016)年 6月 25日（土）13:30～17:40、
就実大学図書館 5 階 AV ホールで、懇親会は
18:00～20:00、Ⅴ館地下カフェテリアで開催さ
れることが決まった。 
 会員の異動として、今年に入り紅林淳一氏 
(川崎医科大学・中央研究センター・医用生物
研究ユニット)と竹内秀明氏(岡山大学大学院
自然科学研究科・理学部生物学科・分子行動学
研究室)、相澤清香氏(岡山大学大学院自然科学
研究科・理学部生物学科・生体統御学分野)が
入会された。 
 
第 70 回研究会例会以降の会計報告 
 平成 27(2015)年度の会計収支中間報告に変
更のあった項目と金額のみを下記に示す。収入
額は会費(42 人 81 口)81,000 円で、収入総額は
833,981 円となった。一方、支出額は第 70 回
研究会例会補助が 60,000 円で、支出総額は
369,191円となり、残高は464,790円となった。 
今年度の会計支出のうち通信費がヤマトメ
ール便の廃止に伴い大幅に増加したこともあ
って、残高は前年度に比べて、12,687 円少な
い値となった。 
平成 28(2016)年 1月 20日に監事の先生方に
よって会計監査が行われた。 
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